第２学年　　「特別の教科　道徳」学習指導案

　           　　　   　

１　主　　　題　　ありがとうの気持ち　　　　B　感謝
２　資　　　料　　「ありがとうはだれがいう？」 出典　教育出版　「はばたこう明日へ」　
３　本時の指導　（１／１）　

（１）ねらい      日頃お世話になっている人々への感謝の気持ちを言葉に表そうとする意識を高める。
（２）準　備

   　   教師…掲示用挿絵、ワークシート

（３）指導過程
　　…基本発問　　　　　…中心発問　　　　…補助発問
	区分
	学　習　活　動
	主な発問と予想される児童の意識
	指導の手立て

	気

付

く
５

分
	１　これまでの経験を想起する。

	○　みなさんはふだん誰に対して、どんなときにありがとうといいますか。
・　忘れ物を学校に届けてくれたお母さんに対し
て。
・　重いものを持っているときに、一緒に持ってくれた友達に対して。
	・　今までの自分の生活を振り返ることで、資料に関心をもたせる。
・　「ありがとう」を言う場面について想起させる。

	深

め

る

３０
 分
	２　なぜ店員さんはお客さんに「ありがとうございました。」と言うのだろうか。・・
・
３　スーパーマーケットからの帰り道に、おばあちゃんの話を聞いてぼくは、どのように思ったか考える。
・・
・

４　ぼくは、バスを降りた後、さわやかな気持ちになったのはどうしてかを考える。
　
	ぼくは、なぜ店員さんの役のときに「ありがとうございました。」と言うのだろうか。
・　お客さまに買ってもらわないと困るから。
・　そういうルールだから。
　帰り道に、おばあちゃんの話を聞いて、ぼくはどう思いましたか。
・　お店の人に感謝の気持ちをもつことも大切なのだ。
・　お客さまも店員さんにお世話になっているの
だ。
　
  ぼくはどうしてさわやかな気持ちになった
のでしょうか。
・　運転手さんにお礼を言えたから。
・　運転手さんも笑顔で「ありがとうございました。」を返してくれてから。
・　勇気をもって、いいことを実行できたから。
	・　教科書で資料の序盤（最初～P91L6）を範読する。
・  なぜ店員さんはお客さまに「ありがとうございます。」というか考えさせる。
・　教科書で資料の中盤（P91L7～P92L15）を範読する。
・　周囲の人々への感謝の気持ちを大切にするとともに日々の生活を簡単に振り返らせる。
・  教科書で資料の終盤（P93L1～最後）を範読する。
・　勇気をもって感謝の気持ちを伝えることができた達成感に気付かせる。

	振
り
返
る
１０分
	５　自分の身の回りには、どんなありがとうがあるか、思い出してみよう。
６　本時の振り返りを　する。
	
日々の生活の中にある「ありがとう」の場面を
振り返る。
・　消しゴムを拾ってくれて、ありがとう。
・　配付物を配ることを手伝ってくれて、ありがとう。
○　本時の感想を書いて、発表しましょう。
・　教師の話を聞く。
	・　自分の生活に置き換えて、相手の状況や気持ちを考えて「ありがとう」と感謝の言葉を伝えることの大切さに気付かせる。


（４）評　価

    　  相手のことを思いやり、日頃お世話になっている人々への感謝の気持ちを言葉に表そうとする意識を高めることができたか。
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